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１．まえがき 

構造物中のコンクリ－トの品質検査法として，非破壊試験による現位置試験法の開発が課題となっている．

本研究は，コンクリ－トの中性化深さを水分計法・ダブルチャンバー法透気性試験による非破壊検査法の実用

性を検討したものである 1）,2)． 

２．試験概要 

供試体は，柱部材（高さ 60×50×20cm），床部材（高さ 20×50

×60cm）とし，表－1に示す 8配合のレディーミクストコンクリー

トを用いて，養生条件，材齢を変化させた．中性化深さ（mm）は，

JIS A 1152 に基づきコアをそれぞれ 2個採取して測定し平均した． 

水分計法（写真－1参照）は，高周波容量式水分計（HI-500）で

水分率（％）を測定するもので，試験箇所で 3 点測定し平均した．

コンクリートの乾燥は，ASTMC-390 に基づき 15×30×5cm の容

器上面（3 個）で水分損失量（g/cm2）を測定し平均した．ダブル

チャンバー法（写真－2参照）は，透気性指数 K 値（×10-16m2）

を測定するもので，試験箇所で 1点測定した．  

３．試験結果と考察 

コンクリートの中性化は，乾燥に伴い水分が蒸発した空隙組織が

存在することにより，透気性が増加し，炭酸ガスが進入することに

より生じる．そこで，材齢の経過に伴う水分損失量との関係をみる

と，図－1に示すように，単位水量が多いほど水分損失量が大きく

なっている．図－2は，この水分損失量と水分率との関係であるが，

相関が認められ，水分計法によって乾燥の程度を測定できるとみな

される．また，透気性は，K値で判定される． 
中性化深さと水分率・K 値との関係は，まず，部材別にみると，

図－3・図－4 から，水分率が小さく K 値が大きいほど中性化深さ

が大きくなる傾向が認められ，床部材下面が最も進行が早く，次に

柱部材側面，床部材上面となっている．この差は，降雨時の湿潤期 
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表-1 実験計画 

図-1 材齢と水分損失量（普通 30）

図-2 水分損失量と水分率（普通 30）

写真-1 水分計法        写真-2 ダブルチャンバー法     図-3 中性化深さと水分率（部材別）
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間の相違に起因すると考えられ，仮に 1時間 Nmm の降水量がある場合，

計算上は上面の降水が，柱部材： 200×500×N/(200×2＋ 500×2)×600 

=0.119Nmm だけ側面を流下し，床部材：600×500×N/600×500=Nmm だけ

上面に滞留することになる．この場合，床部材は，柱部材の 8 倍程度の

湿潤期間(中性化の進行なし)があることになり，乾燥時に測定する水分

率（K 値）が床部材・柱部材で同一であっても，柱部材の水分率（K 値）

に対する中性化深さが床部材より大きくなるためと考えられる． 

 次に，中性化深さを養生別に比較した場合，水分率との関係は，図－

5・図－6 から，柱部材・床部材ともに空気中に比べ湿潤養生の方が，

中性化深さが大きくなっている.また，養生条件では屋内に比べ屋外が，

部材別では屋内の床部材下面が，大きくなる傾向が認められる.一方，K

値との関係は，図－7・図－8 から，水分率との関係と同様の傾向が認

められる.これらのことから，中性化深さは，気象条件として 50～60％

の湿度で気温が高い条件下で最も進行しやすいことが知られているよ

うに，養生条件とともに気象条件の影響が大きいことが判明する． 

以上のことから，√t 則に基づき，中性化深さ Cd（mm）の非破壊検査

法として，K 値（10-16ｍ2），水分ＭO（％），材齢ＡＧ（日）との関係

を，重回帰分析（変数増減法，Fin=Fout=2.0）で求め，式（1）が得られ

た（ｎ：データ数，R：重相関係数，式の下段の（ ）内は T 値）． 

Cd= (0.318＋0.0947logK -0.0264MO)√ＡＧ       (1) 
（5.7） (6.6)          (-1.6) 
（ｎ＝91，R＝0.752，ｅｓ＝3.95mm，図-9参照） 

中性化深さは，材齢とともに，Ｋ値との相関が強く，次に水分率との

相関が認められる（有意水準１％で強い相関）． 

４．まとめ 

 構造物中のコンクリートの品質検査方法として，ダブルチャンバー法

（K 値），水分計法（水分率）および材齢（日）による非破壊試験は，

コンクリ－トの中性化深さが推定され，実用されると判断される． 
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図-8 中性化深さと K 値（床部材）

図-7 中性化深さと K 値（柱部材） 

図-4 中性化深さとＫ値（部材別）   図-5 中性化深さと水分率（柱部材）   図-6 中性化深さと水分率（床部材）

図-9 式（1）の実測値と計算値 
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